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近代社会の疎外された人間像

一一ケラーの 「マノレティン・ザランダー」の一考察

中野和朗

(一)

パノレザックCl799~1850)，ヴィクトル・ユーゴー(l802~1885)，トル ストイ

(l828~ 1910) などと同時代の作家であるゴットフリート ・ケラーCl819~1890)は，時代

の子としてそれらの作家たちに決して劣らぬすぐれたリアリズム文学の遺産をのこしている。

高い思想性に裏うちされた洞察力とヒューマニズムの熱い心をもって，鋭く現実を観察し，

それを小説として結実させれば，そこには自ずから現実批判と社会的不義不正の告発が現わ

れずにはし、ない。

ケラーのリアリズム文学のイデオロギーを成りたたせているのは，本質的にはフォイエル

バッハの哲学とスイス固有のデモクラシーである。それを武器として現実批判を行なったが，

それはケラー独特のフモールに包まれていて，そこからケラ一文学の好ましい特性が醸し出

されている。その特徴がもっともよく現われているのは，短篇集， Iセeルトヴィラの人びと」

Cl， 2巻〉であることに異論の余地はない。

「セ・ルトヴィラの人びと」の背景は，資本主義勃興期のスイスであり，夫々の短篇に登場

する主人公をはじめとする人びとは，すべてその時代の子として特徴づけられている。

資本主義勃興期の時代というのは，すでに社会全体が商業社会と化し，その成員をすべて

商人化してしまう社会である。

私的所有，分業，商品生産と流通などを体制とする社会では，本来自己実現活動であるべ

き労働は疎外される。疎外された労働は， I人聞の類的本質を，すなわち自然をも人間の精

神的な類的能力をも，彼にとって疎遠な本質とし，彼の個人的生存の手段としてしまう。疎

外された労働は，要するに彼の人間的本質を疎外する。J(l)

資本主義社会が発展するにつれて，このような疎外状況はますます進行し，個々の人間関

係の中に容赦なく浸透する。したがってその中に投げこまれ，その中でしか生きることを余

儀なくされる存在にとっては，そのような疎外状況そのものが本来あるべき正常なものと思

われるようになる。

疎外状況の中に埋没した疎外された人聞にとって，疎外状況を自ずから認識することはき

わめて難かしい。しかし，真実を見抜く正しい世界観を身につけているリアリズムの作家，

例えばケラーのような作家は，普通の人聞の目には，とくに変哲もないものと思われる日常

茶飯の人間関係の中からこの疎外された人間の姿を浮き彫りにし，それによって，その異様

さを明らかにする。

「ゼルトヴィラの人びと」の中で， ケラ ーは，夫々の短篇の中でそれぞれに疎外されたさ
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まざまな人間像を実に見事に活写し， ドイツ語で書かれた稀有の，したがってそれだけ貴重

なリアリズム文学を創り出した。「ゼノレトヴィラの人びと」第1巻は1856年に出版されたが，

その後ケラーは現実にチューリヒナ卜|の第一書記に選出 0861~ 1876)され，政治的活動に献

身する。彼はこの体験を経て， 1886年， rマルティ ン・ザランダーJ(Martin Salander)を
およそ5年をかけて書きあげた。

ケラーの最後の作品となったこの長篇小説は， rゼルトヴィラの人びと」のあの勝れたリ
アリズム性がさらに先鋭化されている。そこには当時の，つまり新憲法が制定された1869年

前後のチューリヒ州の社会状況とザランダ←家をめぐる人間模様が描かれているが，この作

家はその中で疎外状況と疎外された人間の諸相を徹底的に暴露し告発している。

本稿では「マルティン・ザランダー」に現われた疎外された人間の諸相について考察した

L 、。

(ニ)

小説の題名「マノレティン・ザランダー」は，主人公の名前である。

この長篇小説は，マルティン (Martin)を家長とし，その委マリー (Marie)，2人の娘

ゼッティ (Setti)とネッティ (Netti)それに息子アルノノレト (Arnold)という家族から成

るザランダ一家をめぐる物語であり，いわば「ザランダ一家の人びと」といってよ L、。しか

し「ブッデンブローク家の人びと」と較べるとすくなくとも時間と空間の点では非常にコン

パク トである。すでに述べた通り舞台はチューリヒと推定されるスイスの街ミュ ンスターブ

ルクとその周辺が中心であり，時代背景は1850年代から1880年代にかけてのせいぜい30年位

のものに過ぎない。

「マルティン ・ザランダー」は，このようにザランダ一家をめぐるおよそ30年間のさまざ

まな出来事と人間模様が21章に分けて物語られているロマーンなのである。あらかじめ各章

毎にあらすじをごくかいつまんで紹介すると次のとおりである。

物語りは，友人ヴオールヴェント (Wohlwend)の保証人となったがために破産したマノレ

ティンが，再起を期して出稼ぎに行っていたブラジルから 7年ぶりに妻と 3人の子供たちが

待つミュンスタープルクへ戻って来た'情景から始まる。これが第 l章である。

第2章では7年前のいまいましい不幸な出来事の経緯が語られる。その不幸をもたらした

張本人，学校友達のルイス・ヴオールヴェント (LouisW ohlwend)の行状や性格の特異性

について述べられている。

第 3章は夫の帰宅を待つ妻マリーと 3人の子供たちの困窮した生活状態とマリーの人柄な

どが語られる。そして明日はどうなるか判らぬ絶望的な状況の真只中に夫であり父であるマ

ルティンの予告なしの帰宅と家族再会のよろこびについて書かれている。

第 4章では，マノレティンがブラジルで、蓄財した15万スイスフランを振込んだシャーデンミ

ュラー商会 (XaveriusSchadenmuller & Comp.)が，前日破産したこと，シャーデンミュ
ラー商会の庖主があのヴオールヴェントであることが判明。

第5章は，マノレティンが，またもヴオーノレグェントの絡んだその不幸な出来事をマリーに

伝える。それを聞いて憤慨するマリー。マルティンは「そんなに悲しまないでくれ。たかが



近代社会の疎外された人間像 147 

お金のことに過ぎないではないか。お金が唯一最高のものではないJ(2lと慰さめる。決着を

訴訟にゆだね，マルティンは再度ブラジノレに戻り再起をはかる。別離の前の家族揃つての森

へのハイキング。

第 6章。 3年後，ブラジノレで、事業に成功したマルティンの帰国。家族揃つての生活の再開。

ヴォーノレヴェントのその後の消息。

第7章。マノレティンはミュンスターフソレクで事業再開。新憲法制定と社会の様子。マノレテ

ィンの政治的活動への傾斜。

2人の娘の恋愛。相手はヴァイデリヒ (Weidelich)家の双子の兄弟イシドール

CIsidor)とユリアン CJulian)である。

第8章。ゼッティとネッティは，それぞれイシドールとユリアンとの結婚を希望する。両

親は反対である。恋人達は文通で交際を継続する。

第9章。マノレティンは州議会議員に推挙されるが辞退する。イシドーノレとユリアンの政治

活動への参加。

第10章。イシドールとユリアン兄弟のはなぱなしい社会的活動の模様。二人とも公証人

(Notariat)に選出される。幸運にめぐまれた二人は，夫々ウンターラウプ地区とリンデン

ベルク地区から州議会議員に選出される。当時のスイスの政治的社会状況の描写。ゼッティ

とネッティはヴァイデリヒ家で好意を寄せられる。

第11章。ゼッティとイシドール。ネッティとユリアン。二組の華やかな結婚式が催される。

息子コンラートの進路について。

第12章。マノレティン再度州議会議員に推挙され，立候補を受諾し，当選する。かれの政治

的見解と政治家としての活動。前任者である前議員クラインベータ一氏とその典型的悪妻及

びその家庭についてのエピソードが述べられる。

マノレティンの弁護士及びメーン・ヴィクハルトからのヴオールヴェント事件のその後の事

情とヴォーノレヴェントの消息についての報告。

第13章。マルティンの政治家としての活動。福祉，文化，教育分野への関心と貢献。

ゼッティとネッティの結婚生活の危機的状況。夫イシドーノレとユリアンの行状。二人の娘

はともに結婚を後悔する。

第14章。ルイス・ヴオールヴェントの来訪。身の上話しと，これまでの負債返済の申し出。

マノレティンとヴオールヴェントの妻の妹，ギリシャ系美女ミノレハ (MyrrhaGlawicz)との

出合い。

第15章。マリーが娘達を訪問した不在の時，マルティンは，ヴォーノレヴェントに招かれて

晩饗をともにする。ミルハとの再会。かれはミルハの美しさに魅惑され，秘かな恋心をいだ

しそしていまや「愛はすべてを新しい光のなかに出現させる」とし、う言葉を真実だと実感

するに至る。翌日お返えしにヴオールヴェント一家を誘って馬車でドライブを享しむ。

背任，公金横領，収賄事件等の「悪病」の全国的蔓延。

第16章。音信不通の息子達の消息打診のためアマーリェ・ヴァイデリヒ夫人のザランダ一

家訪問。夫のヤーコフ・が，イシドールが公金横領，背任の疑いで逮捕されたとの知らせをも

たらす。悲惨なゼッティの運命。実家への帰宅について。

第17章。イシドールの犯罪の全容。ユリアンの外国逃亡と逮捕と犯罪の全容が説明される。
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第18章。イシドーノレとユリアンは裁判で， 12年の懲役刑となる。母親のアマーリェはそれ

がもとで死亡。哀しい母親の葬列の描写。

マノレティンは，父親ヤーコプの債務保証のため 7万6千フランを支払し、，娘たちの離婚訴

訟を依頼する。

第四章。「この様な形で時代の病いがザランダーの家庭にも重い症状で入りこんでき

た。j'3)

しかし，時間の経過とともにあのいまわしい事件の風聞は薄らぎ，娘たちの離婚訴訟も短

期間で決着し，ザラ ンダ一家に再び平安が戻ってきた。ところが，ヴオールヴェ ントはミノレ

ハをアノレノルトと結び合わせる企みをたて，またもやマノレティンに接近してくる。ある冬の

午後，野原で、マルティンは偶然一人で外出していたミノレハと出会い，あの秘やかな恋情を刺

戟される。しかし，海外で修業していまや立派に成人したアルノノレトの帰宅によって危機的

状況におち入らずに済む。

第20章。ヴオールヴェントは，アルノノレトの帰国を知り，あいさつを口実にミノレハを伴っ

てザランダ一家に現われる。アノレノル卜はミノレハと親しげに会話を交わす。それを横目で見

ながらヴォーノレヴェントは「投げられた釣針がしっかり獲物にか〉ったJ(4)と思う。しかし

アルノルトは冷静にミノレハを観察していた。そして彼女が「智恵おくれ」であることを察知

する。

第21章。「ふたたび全員が揃ったザランダ一家の新しい生活は，いまや曇りなく，静かに

流れていった。j<5)

マノレティンはアルノルトに政治活動を促すがアルノルトはそれを拒む。アルノノレトは既成

のL、かなる政治勢力にも組みせず，いまは自主的立場を留保したいと L、う見解を述べる。

アノレノルトの友人達を招いてのささやかな家庭パーティが聞かれる。明るく卒直で，こだ

わりのない目で物事を観，政治に対しても無関心でない若い世代を知り，マルティンは「こ

んな人たちが一緒におればみんな大丈夫だ。われわれの未来について心配はなL、j<6)と思う。

「マノレティン ・ザラ ンダーの小舟は，いまや現在と未来とのあいだを，嵐と平和とを予期

しながら，しかし常により希望をのせて，静に進んでいった。J(7)そしておよそ30年にわたっ

てザランダ一家に不幸をもたらした厄病神のヴオールヴェントがミュンスターフソレクから去

っていくところでこの物語は終っている。

(三)

以上見てきた「マルティン・ザランダー」のあらすじから明らかなとおり，ザランダ一家

と特に深い関わりを持っているのが，マノレティンの学校友達ノレイス・ヴォーノレヴェントとヴ

7 イデリ ヒ家の双子の兄弟イ シドーノレとユリアンである。これらの人間たちがケラーのベン

によってどのように形象化されているかを確かめ，それらが実に見事な疎外された人間群像

であることを検証したい。

ノレイス・ヴオーノレヴェントについては次の様に描かれている。

マルティンの想い出話しとして学校時代のヴオールヴェントについて次の様に語られる。

「私たちは，教員養成所 CLehrerseminar)ですでに良い友達同志でした。彼は勉強に苦
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るしんでいましたからそれほど苦労しなかった私を頼りにしていました。ほかの人たちの前

ではむしろ私が彼から教えてもらっている様なことになったのですが，どうしてその様なこ

とになったのかまるで解りません。だけど私は楽しかったのです。彼はとってもひょうきん

で，人なつっこくそして頭の回転が速かったのです。そして 2人の人聞が親密に話しをして

いると，彼はその中に割って入ったものです，先生や教授たちの聞にさえ入り込みました。

学年末試験になると，彼は先生や教授たちと非常にこだわりなくやっていました。彼は，先

生たちが特に彼に質問をするかもしれないことについて聞き出すようなことをしたのではな

し彼に質問して欲しいと思っていることを何くわぬ顔をして先生たちにそれとなく伝達す

ることが出来たのです。そしてそれに関連する事柄を私から特別に準備させたので、す。

彼にはわずかな言葉で人間の考えを並べたり，あっちこっちへと動かせたりまた分解した

りするような天賦の才能が備わっているかのようでした。しかしながら自分で秩序立った考

えを持続させることはできなかったのです。J(8)

この陳述からだけでも，ヴオールヴェントのキャラクターの特異性が見てとれる。彼には，

人に悪い感情や印象を与えることなしに利己的欲望を満足させるために人を実に巧みに利用

する才能がある。これはペテン師特有の資質であり，近代資本主義社会においてますます顕

著になってきた「疎外された労働」から産まれる典型的な疎外された人間固有の人間の条件

である。

私達の日常生活でこのようなタイプの類例に事欠くことはないが，このようなペテン師の

手にかかると思ってもみなかった不幸がふりかかるのである。

学校を出てからマルティンは田舎で教師をやっていたが農場をやっていた両親が死んで、遺

産を相続し，マリーと結婚する。そして教師を辞めミュンスタープノレクへ出て実業家を目指

す。麦藁製品の製造販売の事業を順調に経営していた。この事業の取引関係で，またもやヴ

オールヴェントと関わりを持つことになった。その頃のヴォーノレヴェントについては次の様

に書かれている。

「彼は，二・三の代理業と併せて委託販売業を営んでいて，相変らず人だかりのしている

ところにはどこにでも顔を出す人なつっこくて別れ別れしい以前と何も変らぬ奴で，誰もが

彼はうまく行っていて自分のやりたいことをよく知っているという印象を受けた。J(9)12月の

ある晩，このヴオールヴェントが事業に巨額の資本投入が必要になったので、融資を受けたい

がそのための保証人になってくれとマルティンに頼んだ。

マノレティンは，友情による義務感からなんの疑念も持たず二つ返事で連帯保証人であり返

済責任者として書類に署名をした。一年もたたないうちにヴオールヴェントは自ずから破産

宣告をした。破産審理の開始と同時に保証人のマルティンは莫大な額の負債返済を余儀なく

され，マルティンの全財産とマリーの持参金さえも全て失うことになる。ところが破産した

筈のヴオールヴェントは，何故か生活に破綻をきたすこともなく，マルティンがブラジルで、

悪戦苦闘している 7年間の聞に再起して，いまではミュンスターフ.ルクで「シャーデンミュ

ラー商会」と L、う金融業も兼ねる商会の庖主になっていたのである。

そしてマノレティンは，事もあろうにブラジルで、の蓄財をブラジノレの大西洋岸銀行を経由し

てそれを「シャーデンミュラー商会」から手形によって振出す手続きをとっていたので、ある。

ところがこの商会は皮肉なことに一目前から閉鎖され，取りつけ騒動が起きていたのである。
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こうしてザランダ一家の人びとは，ヴォーノレヴェン卜によってまたもや不幸を背負いこむ

ことになった。

後になってマルティンの弁護士の話しからヴオールヴェントの消息が判る。それによると

彼は，巧妙に隠し財産を作っていて，商会が破産した後この土地から姿を消したが，その隠

し財産を活用してハンガリーの養豚商人と懇意となりその男の先妻の娘とされる若い女性と

結婚し，すでに二人の子供にも恵まれている，というのであった。

ヴォーノレヴェントはおよそ20年後，装いも新たにミノレハを伴っていまでは押しも押されも

せぬ大事業家であり政治家でもあるマノレティンの前に再び姿を現わすが，それはマルティン

の息子コンラートとミノレハを結ばせ，あわよくばマノレティンの財産と地位からうまい汁を吸

いとろうとの魂胆からであった。その企みが未遂に終る次第はすでにあらすじの中で記され

ているとおりである。

(四)

ヴオールヴェントに次いでザランダ一家に深い関わりを持つのがヴァイデリヒ家の双子の

兄弟イシドーノレとユリアンである。

この二人については次の様に記述されている。

「ヴァイデリヒの息子たちは逗しく成長し，身体もすくすくと伸びていった。精神面での

能力の点でも彼らは決してそれが不十分だということで悩むことはなかったが，やり始めた

勉学をやり遂げる持久力の点では不十分であった。彼らが上級クラスに進んで，生活と学習

とが彼らにとって日毎に厳しく，かつ奥の深いものになっていった時，最初にギブアップし

たのはユリアンだった。彼はとび出して，ある公証人の事務室に就職した。イシドーノレは，

卒業まで持ちこたえたが，しかし大学への進学試験はもう受けないで，いわゆる聴講生とし

て半年聞に二，三の法学の講義に出て，それからまたとりあえずある公証人事務所で働くこ

とになった。

二人は，他の欲望を持っている駆け出しのインテリには備わっていないのが常である，規

則正しい美しい筆跡をもっていた。そして二人は同様に飾り文字を美しく描くことに没頭す

るのが好きであった。彼らは，次ぎつぎに起ってくる仕事において非常に役立つことを身を

もって示し，また日々の経験を通してほとんど楽々とこの公証人事務所制度の基本をなす知

識を身につけていた。j<lO)

真面目に努力することが苦手である点はヴオールヴェントと共通する性質である。

この二人は公証人として破産者の所有物を処分したり，遺産を売却したり，土地名義の変

更などの職務を遂行する中で次第に仕事のうま味を覚えてゆく。思いがけない幸運にもめぐ

まれて，二人はとんとん拍子に出世する。そしてザランダ一家の姉妹と結婚する。仕事のう

ま味を追求する兄弟は，それなりに勤勉であったが，二人の妻たちはやがてこの結婚を後悔

するようになる。そして「あの人たちは全くだめなのです。彼らは心というものを持ってい

ないんです。J(川そしてイシドールについては次のように述べられている。「こずるい野心家

は，今や職と家と，そして妻とを持っていた。彼の人格はそれでもう終りになっていた。そ

してただ多数の同類の仲間の雑音の中でのみ存在を主張することができたのである。ひとつ
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ひとつの言葉をはっきり聞きとれる家庭の静けさの中ではもう彼には何も残されていなかっ

た。j(11) 

イシドーノレの家にはプナの林があり，それに続いてうつ蒼たる森があった。その森が近く

伐採されて材木商に売られることになっていて，その際イシドールはプナ林を売って儲ける

ことをもくろんでいた。マノレティンは，それは環境破壊だと反対する。ブナ林は家庭をほこ

りやちりから守る防護壁だと主張する。それに対してイシドールはこう答える。「そんなこ

とは私にとってはどうだってし、L、ことです。そうなればヲ|っ越して，一切合財を売り払うま

でです。何時までも同じ所にじっとしているのは退屈ですからね。j(12)~ルティンとイシド

ールの見解の違いの中に疎外された人間の典型的人間像が見てとれる。

イシドールとユリアンにやがて破局が訪れる。公証人とL、う職権を濫用してのうまい儲け

仕事の誘惑に負け，背任，公金横領を重ねていたのであった。この様な犯罪は， 資本蓄積を

自己目的化する社会にあってはすこしも珍らしいことではない。ここに疎外された労働に由

来する疎外態が暴露されている。

(五)

マノレティンは，一人の州議会議員の辞任にともなってその後任として議員に選出されたの

であるが(第12章)，その辞任した前任者はクラインベーター (Kleinpeter)といった。

このクラインベーターのなんとも痛ましい家庭のエピソードは，今日ではごく当り前のも

のとし私達の周囲でも見ることのできる疎外態の実例である。それについては次の様に語ら

れている。

「元州議会議員クラインベーターは綿織物のちょ っとした工場経営者で、あり，い くらかの

資産で父から譲り受けた事業をあまり前進させるわけではないが後退もさせず，用心深く ，

またのんびりと継続していた。人づき合いのよい好感を持たれる人であったから，彼は財産

の蓄積よりは社会的なそして市民的な交わりの方に重きを置いていた。彼が結婚した虚栄心

の強い軽薄な妻は，彼を一層その方向に駆りたてた。というのは，彼女は，彼が受けていた

名望を，彼女一人だけのせいにして，夫の威を借りてまるで子L雀みたいにふんぞりかえって

いたからだ。彼が行なった全ては彼女の徳行であり，彼がひとに気に入られるのは，彼女の

個人的長所からであり，彼の身に起こることは彼女の功績であった。(中略〉しかし家庭に

おいては，彼女は夫の生活を軽蔑的なやり方で不愉快なものにした。(中略)クラインベー

ター氏が州議会議員に選ばれ，やがて州総督 (Amtsstatthalter)に選任された時，妻の思

い上がりはその頂点に達した。いくつかの肩書きはただ彼女のためにのみ存在するように見

えた。(中略〉息子達は家でただ母親や同じ性質の多数の仲間の粗野な気質と無作法な習慣

とをお手本にした。家業を秩序正しく経営するのではなく，彼等は営業をおろそかにし，多

少の利益をあげることもなく，悪質な空手形を濫用した。j(13)

息子達の乱脈経理の結果，クラインベータ一氏の工場は倒産する。息子たちはそれを防ぐ

ため父親に公金流用をせまる。それを拒む父と子供たちとの取っ組み合いの格闘劇が演じら

れる。そしてクラインベータ一氏は総督の地位も議員の身分も自ずから辞退するのであった。
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(六)

G ・ケラーの文学は，さまざまな視点から考察され，さまざまな評価がなされている。

ヴォルフガング・カイザー (WolfgangKayser)は，近現代の主としてドイツ文学を

「グロテスクなもの」というテーマから考察している。(14)その著書の中でケラーの作品につ

いて次の様な見解を述べている。

「もっと納得のいく例として，ゴットフリート・ケラーの『セソレトヴィーラの人々』があ

げられる。この短篇集の中でも新式のグロテスクなものが描かれたわけで、なしむしろケラ

ーは，ロマン主義が開示してくれた豊かな可能性をグロテスクな人聞の姿態をあらわすのに

採り入れたのである。しかし，彼はその際顕著にかつ明確なスタイノレをもって変形を行なっ

ている。J<'5)

カイザーはホフマンの描くグロテスクな人物群像を概観して，それらを三つのタイプに分

類している。第ーのタイプは， うわベ(風采と身動き〉がグロテスクな人物Tこちである。第
デモーニツシユ

二のタイプは，エキセントリックな芸術家たちで、あり，そして第三のタイプは「魔神的な」

人物たちである，としている。そして， I三つのタイプのすべてがケラーの『セ勺レトヴィー

ラの人々』にも見出される。j(16)として， I幸運の鍛冶屋」のリトゥムライ，I村のロメオと

ユリア」の中の黒人のバイオリン引き「三人の律義な櫛職人」の中のツユス・ピュンツリな

どの人物を挙げている。

カイザー独特の視点から見ると， Iゼノレトヴィラの人びと」の中の幾つかの現実的な社会

的因果関係の中から必然的に産み出されている人物達が， Iおよそも う因果関係では理解で

きない不可抗力が筋を決定している。その不可抗力というのは，愛の情熱，音楽の解放させ

る力，不正行為の行なわれた農地に妖気をただよわせる不正。魔術なのである。j(l7)という

解釈となっている。そして更に， Iケラーは， グロテスクなものを表現するにあたって魔神

的なものを人間化したり，抽象を具体化したりする。彼はグロテスクなものの独特の表現法

を発展させているのである。彼の文学はリアリズムと呼ばれてもかまわないが，無気味で不

可解な暗い力が彼の世界のリアリティに属しているということ，またどんなに深く彼の明る

い眼差しが洞察し，どれほど朗らかに微笑ませることを好むとしても，彼が深淵の恐怖に無

縁でないということを見誤ってはならない。 j(18)と述べ，とどのつまりは次の様に結論づけ

ている。

「ケラーの場合，ごくありふれた平凡な人聞が犠牲になった。もちろんこの場合も(根本

的には不十分な〉道徳的解釈をほのめかすように，運命がし、わば 『挑発』されたわけである。

すなわち，それは 『櫛職人』では過大に，しかもおかど違いに行なわれる 『わずかな正義ゎ

『ロメオとユリア』では，父親たちの罪，そして 『幸運の鍛冶屋』ではジョン・カピスの幸

運をあさることであった。いまここで，われわれはみんな，たえずどんな挑発もないのに陰

険な力にさらされて生きているということが暴露する。まさにこのわれわれの日常世界，わ

れわれが毎日かかわりをもっささいな， うわベだけで、は親密な者たちが，なじみのない邪魔

なものであり，敵意あるデーモンにとりつかれているということが判明する。p引

カイザーのこの様な見解も，たしかにさまざまな見解のひとつとしての意義は否定できな
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いが，ケラーを例えばE・T.A・ホフマンと同列に置くことにより， ドイツロマン派の

一人と観る主張はあまりにも主観的，恋意的といわざるを得ない。

ケラーのリアリズムの文学は，決して因果関係で理解できない非合理の力，不可抗力とか

魔術あるいはデーモンに支配される世界ではなし、。

「セソレトヴィラの人びと」の各短篇に登場する人間群像は，それがどんなに奇怪に見えよ

うと，また異様な行動をしようと，現実社会に存在しない形象はひとつもない。利己的欲望

の権現である三人の働らき蟻の櫛職人達も，真面目に働らくことを放棄し， Iたなぼた」を

願望し， Iたなぽた」のためには驚異的な努力を惜しまぬジョン ・カピスも，一文無しなの

に外見だけは貴公子然とすることに腐心した結果幸運を手にする仕立屋シュトラピンスキー

も，悲しい結末を迎える恋人たちフレンヒェンとザーリーの愚かしい父親たちも，どのひと

つとしてわれわれの周りに見出せぬものはない。しかも彼等は決して幻想的で神秘的なデー

モンや魔術に操つられているわけではない。すべては，労働を自己実現のためで、はなしも

っぱら生活維持を自己目的とすることを余儀なくする社会，拝金主義と弱肉強食の競争原理

を美徳とする社会の体制，この本来の人間性を疎外する現実社会の中から必然的に産み出さ

れる奇形である。

フォイエルパッハの哲学とスイスの民主主義を基盤としているケラーの文学の世界は，カ

イザーの様な視点からではその真実は見えてこないであろう。

われわれの日常生活の中で出合う奇妙で異様な人聞や，通常の判断力では理解を絶するよ

うな異常な出来事は，その因果関係が見えない場合，それはデーモンや魔術的力，あるいは

不可抗力のなせることとなってしまうであろう。

現実社会の中からそのような異様な人間たちゃ異常な出来事をマテリアノレとして取りあげ，

それらを真実を見通す世界観にもとづき，すぐれた感性により芸術的形象に高めた文学は，

私達にそれらの真実を明らかに示めすものである。それがすぐれたリアリズム文学の特性で

ある。ゴットフリート・ケラーの文学は，すぐれてこのような文学であるといえる。
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